
　

今
回
は
、
京
都
の
天
子
様
が
東
京
に
遷

都
し
た
た
め
、
お
公
家
様
な
ど
人
口
の
三

分
の一が
減
少
し
、
経
済
的
に
疲
弊
し
た

京
都
を
蘇
ら
せ
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
琵
琶
湖
疎
水
を
訪
ね
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

京
都
の
3
代
目
知
事
で
あ
る
北
垣
国

道
は
、
後
の
東
大
工
学
部
卒
業
の
23
歳

の
田
辺
朔
朗
に
ま
か
せ
ま
し
た
。
市
民

か
ら
は「
こ
ん
ど
来
た
餓
鬼
極
道
」と
ま

で
皮
肉
ら
れ
ま
し
た
が
、
明
治
18
年
6
月

（
１
８
８
５
）か
ら
明
治
23
年（
１
８
９
０
）

3
月
ま
で
、
約
5
年
の
歳
月
を
費
や
し
ま

し
た
。

　

大
津
美
穂
崎
か
ら
蹴
上
船
溜
ま
り
、

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
で
南
禅
寺
船
溜
ま
り
ま
で

開
削
す
る
と
と
も
に
、
日
本
で
初
め
て
の

水
力
発
電
所
発
祥
で
あ
る
蹴
上
発
電
所

の
電
気
を
台
車
の
動
力
源
と
し
て
使
い
、

琵
琶
湖
か
ら
の
舟
に
よ
る
水
運
を
図
り
、

さ
ら
に
第
二
疎
水
の
開
通
に
伴
い
発
電
能

力
を
あ
げ
ま
し
た
。
明
治
22
年
火
力
発

電
で
都
お
ど
り
・一
力（
大
石
義
雄
が
通
っ

た
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
料
亭
、
後
世
の

作
り
話
）に
白
熱
電
灯
を
点
灯
し
て
い
た

が
、
あ
ま
り
高
額
な
の
で
普
及
し
な
か
っ

た
と
こ
ろ
、
明
治
25
年（
１
８
９
２
）蹴
上

発
電
所
の
電
気
を
利
用
し
て
安
価
に
な

り
、
市
内
に
電
灯
が
普
及
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
明
治
28
年（
１
８
９
５
）に
、
七
条

か
ら
伏
見
油
掛
ま
で
日
本
最
初
の
電
車
が

営
業
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
疎
水
を
使
っ

た
浄
水
場
も
併
設
さ
れ
、
井
戸
水
に
頼
っ

て
い
た
京
都
市
民
に
安
全
な
飲
料
水
が
確

保
さ
れ
、
東
京
の
よ
う
に
渇
水
に
よ
る
不

安
は
現
在
も
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
。

「インクラインと桜並木」

「蹴上・山ノ内浄水場取水池入口」 季節には、
琵琶湖疏水船蹴上乗下船場。舟は定員14
名、3月～6月、10月～11月に運航されている。

大神宮橋より
インクライン
方面を見る。
舟を運搬する
台車。

「インクライン
と南禅寺船
溜まり」

「蹴上浄水
場」 
京都市民の
水道の源。

「舟を運搬す
る台車と巻き
取り金車」

「インクライン
に併設され
ている蹴上発
電所導水管」

「インクライン
と南禅寺船
溜まりと蹴上
発電所の排
水路」

「疎水と京都市動物園（上野動物園に次ぎ
日本で二番目に古い動物園）」

「南禅寺船
溜まりと白川
合流点」

「蹴上発電所と
水力発電発祥の地記念碑」
1890年（明治23年）琵琶
湖第一疎水開通の翌年日
本で初めて発電開始。出力
160KWで蹴上インクライン
の動力用と用いられ、のち
1895年に七条から伏見油
掛け間に開通した京都電気
鉄道（後に回収され京都市
電）に使用された。第2疎水が
1912年完成にともない二期
発電所が開業。現在、三期
発電所が稼働、水車2台で約
4500KWの発電をしている。

「夷川発電所と水道局疎水
事務所」

疎水と勧業館
（みやこめっせ）
で、北に屈折。

「市美術館と
平安神宮
大鳥居」

【ねじりりまんぼ
う】の内部。ねじ
りのあるトンネル
という意味で、
内壁レンガを螺
旋状に積んで強
度を保っている。

インクライン下
部ねじりりまん
ぼう。（南禅寺
に向かう通）

第二期蹴上発電所と第三期発電所の導水管。
落差33.5m。

「二条橋とRohm京都会館」相撲場付近で西に屈折する疎水。

「琵琶湖疎水記念館」
大神宮橋より蹴上船溜まり方面
を見る。

「日向大神宮鳥居」 インクライン
にショートカットできる。
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2011年5月に電気工事業、電気通
信工事業を業務とする『株式会社
GNR』を設立。現在は退任し、相談役
として在席。

株式会社 GNR
 相談役 千田明 さん



　

そ
れ
で
は
、
簡
単
に
疎
水
の
京
都
側
の

経
路
を
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
京
都

地
下
鉄
東
西
線
蹴
上
駅
一番
出
口
を
出
る

と
、
国
道
1
号
線
で
国
道
に
沿
っ
て
大
津

方
面
に
向
か
い
ま
す
。
右
手
に
蹴
上
浄
水

場
、
左
手
に
日
向
大
神
宮
鳥
居
が
あ
り
、

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
階
段
を
登
る
と
蹴
上
の

船
溜
ま
り
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

そ
の
ま
ま
行
く
と
斜
め
に
戻
る
坂
に
出
る

の
で
登
っ
て
い
く
と
蹴
上
浄
水
場
の
取
水

池
の
看
板
が
見
え
ま
す
。

　

12
月
現
在
は
閉
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

春
の
桜
の
季
節
・
秋
の
紅
葉
の
季
節
に
は

琵
琶
湖
疎
水
船
の
乗
り
場
で
も
あ
り
、

大
津
ま
で
疎
水
を
遊
覧
で
き
ま
す
。
こ

こ
は
蹴
上
の
船
溜
ま
り
で
も
あ
り
、
大
津

か
ら
運
ば
れ
た
荷
物
を
舟
ご
と
台
車
に
の

せ
、
南
禅
寺
の
船
溜
ま
り
ま
で
台
車
で
運

ん
だ
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
い
ず
れ
も
桜
の
季
節
は
見
事
な
も

の
で
、
若
い
世
代
の
遊
園
の
地
で
も
あ
り

ま
す
。
南
禅
寺
の
船
溜
ま
り
は
、
蹴
上

発
電
所
の
排
水
と
一
部
の
疎
水
と
白
川
の

合
流
点
で
あ
り
、
白
川
横
は
日
本
で
二
番

目
に
古
い
京
都
市
動
物
園
で
す
。

　

少
し
戻
る
と
蹴
上
発
電
所
を
右
手
に

琵
琶
湖
疎
水
記
念
館
が
左
手
に
あ
り
、

さ
ら
に
進
む
と
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
下
を
潜

り
、南
禅
寺
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る「
ね

じ
り
ま
ん
ぼ
う
」の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま

す
。

　

元
の
疎
水
に
も
ど
り
、
平
安
神
宮
の
大

鳥
居
を
右
手
に
西
に
向
か
う
と
勧
業
会

館
で
北
に
流
れ
が
変
わ
り
、
相
撲
場
付

近
で
西
に
変
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
向
か
う

と
夷
川
発
電
所
と
水
道
局
疎
水
事
務
所

の
あ
る
船
溜
ま
り
が
あ
り
、
さ
ら
に
進
む

と
京
阪
丸
太
町
駅
に
近
い
川
端
橋
で
余
剰

水
は
鴨
川
へ
。
通
常
の
流
れ
は
、
暗
渠
で

京
阪
七
条
ま
で
地
下
化
さ
れ
て
い
る
京
阪

電
車
の
上
部
を
流
れ
て
い
ま
す
。
七
条
、

南
の
塩
小
路
橋
で
暗
渠
よ
り
排
水
さ
れ
、

京
阪
電
車
に
沿
って
伏
見
稲
荷
・
墨
染
を

通
過
し
て
伏
見
の
船
溜
ま
り
が
国
道
24

号
線
に
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
形
で
終
わ
り
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
疎
水
事
務
所
と
関
西
電

力
墨
染
発
電
所
と
伏
見
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
跡

が
あ
り
、
濠
川
ま
で
舟
を
運
び
、
伏
見

港
ま
で
の
船
便
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
発
電
所
の
排
水
は
、
国
道
24
号
線

の
暗
渠
を
経
由
し
て
濠
川
に
流
れ
ま
す
。

　

地
図
で
濠
川
の
水
脈
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
今

回
訪
ね
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
か

ら
１
３
０
年
も
の
前
に
大
事
業
が
あ
り
、

京
都
も
古
き
を
守
り
な
が
ら
新
し
き
に

挑
戦
し
て
る
の
に
関
心
し
な
が
ら
筆
を
置

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

夷川発電所1912年第二琵琶湖完成に
伴い、1914年4月より発電、現在280KW
常時出力、落差3.4mで発電している。
（夷川は夷川通りに由来する）

疎水鴨川排水口と鴨川に沿って
暗渠で流す分流点。

豪川の津知橋より豪川下流を見る。伏見
港跡地に繋がる。

疎水の関西電力墨染発電所より、国道
24号線を暗渠にして排水し、豪川につ
ながる。

墨染橋より墨染通りを見る。右折すると正面が墨染発電所。

「伏見港付近」

疎水の関西電力墨染発電所より排水されたと思われる豪川。

墨染橋より墨染通りを見る。

「疎水事務所と伏見インクライン跡（左前方国道に沿った坂道）」

疎水鴨川排水口と鴨川に沿って、地下化
された京阪電車上部の暗渠へ流す分流
点を鴨川対岸より撮影。

京阪電車上部の暗渠より、七条塩小路橋付
近で排出され地上を流れる。

墨染橋より疎水上流を見る。

伏見インクライン跡より水道局疎
水事務所付近の墨染船溜まり。
奈良街道より上下道局疎水事
務所伏見分室と疎水の墨染船
溜まりを見る。

「疎水事務所と関西電力
墨染発電所取水口」

「関西電力墨染発電所取水口」
発電能力2200KW、
常時1100KW、落差14.３m

七條塩小路橋より下流を見る。

伏見稲荷の
稲荷橋より
上流を見る。

伏見稲荷の
稲荷橋より
下流を見る。


